
厚生労働省認可通信教育                           2024（令和 6）年度 看護学科通信課程 

精神看護学実習Ⅰ 視聴課題 【要提出】 

 課題提出締め切り：5月 14日(火)【必着】 

学籍番号（           ） 学生氏名（              ） 

動画配信授業を視聴し、課題に取り組んでください(黒ボールペン書き)。 

【課題】下記の問に対する解答を記述せよ。 

 問 解答 

1 

カプランの地域

精神保健 

活動について述

べよ。 

 

一次予防：広く市民全体が対象 せいしん疾患の予防するために心の

健康について教育や情報提供を行う。 

二次予防：精神疾患にかかりやすくなっているハイリスク分の人々が

対象。早期発見・早期治療を目指す。産業医などからアドバイスを受

けられるように早期介入する。 

三次予防：再発予防教育や復職支援などすでに疾患をもっている人々

が再発を予防しながら地域で生活していけるように支援する。 

 

2 

青年期・成人期の

特徴を簡潔に述べ

よ。 

 

 

青年期：精神的・経済的自立を求められる。社会における自分の役割

や位置づけをしながら「自分は何者なのか」という自らへの問いかけ

をする。同一性拡散と呼ばれる。「自分は何のために生きるのか」と

いう問に対する答えを見つけ危機を乗り越える。これがアイデンティ

ティーの確立（自我同一性） 

 

成人期：精神的に安定し、一般的には結婚し家庭を持ち子供を産み育て

る時期。経済的に自立し、職業をもって経済活動の一端を担う時期。これ

まで以上に社会的役割や責任は重くなり、ストレスも増大する。 

 

3 
言葉の説明を述べ

よ。 

スティグマ：個人の持つ属性によっていわれのない差別や偏見の対象

となること。  

ストレングス：リカバリーを促進するために必要な強み・力、本人が

持つ能力や経験・希望や意識を尊重して友人との信頼関係を含む本人

に有利に働く環境因子を積極的に活用する。 

 

4 

抗精神病薬の有害

反応について述べ

よ。 

悪性症候群：抗精神病薬の急激な投与や変更に加え、脱水などが重な

り 38℃有情の熱・発汗・筋強剛などの錐体路症状を主症状とする有害

反応。白血球の増多、CKの上昇から意識障害、腎不全、死に至る時も

ある。 

 

錐体外路症状：抗精神病薬の有害作用で黒質線条体におけるドパミン

神経が遮断されることで出現し振戦・姿勢保持困難・小刻み歩行や突

進歩行などのパーキ二ソニズムがみられる。 

急性ジストニア・ジスキネジア・アカシジア等もみられる。 

※課題の返却はないので必ずコピーを保管しましょう。                   


